
文
化
・
芸
術
の
秋
で
す

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

第　

回
市
民
文
化
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９３９　
月　

日
～　

月　

日

１０

１７

１１

２１

会
員
募
集

　

◆
手
あ
み　

月
各
４
回
、
月

曜
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、
商
工
会
館
（
幸
町
三
丁
目
）

で
。
会
費
月
３
５
０
０
円
。
若

干
名
。
作
品
は
自
由
。
詳
し
く

は
大
場
緯
４
７
４
・
６
８
０
８

へ
。

　

◆
居
合
道（
正
剣
會
）　

毎
週

土
曜
・
日
曜
日
の
午
後
４
時
半

～
６
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

　

歳
以
上
で
長
期
間
続
け
ら
れ

１８る
方
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
早
乙
女
緯
４
７
１
・
４
５
２

０
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
（
コ
ー
ル
ひ

ば
り
）　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜

日
の
午
後
２
時
～
４
時
、
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２

６
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見

学
自
由
。
毎
回
発
声
練
習
か
ら

丁
寧
に
指
導
。
詳
し
く
は
国
井

緯
４
６
８
・
７
６
４
６
へ
。

　

◆
や
さ
し
い
日
本
画
（
杉
の

会
）　

毎
月
第
１
土
曜
日
の
午

前
９
時
半
～
正
午
、
中
央
公
民

館
で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。

初
心
者
で
も
す
ぐ
に
始
め
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
中
島
緯
４
５

８
・
６
４
７
０
へ
。

　

◆
司
馬
遼
太
郎
を
語
る
会　

原
則
第
２
日
曜
日
の
午
前　

時
１０

～
正
午
、
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室

で
。
参
加
費
１
回
３
０
０
円
。

今
月
の
テ
ー
マ
「
も
の
づ
く
り

と
武
士
道
」。
詳
し
く
は
斉
藤

緯
０
９
０
・
７
２
３
５
・
４
６

４
９
へ
。

　

◆
英
会
話
（
サ
タ
デ
ー
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
）　

月
３
回
、
土

曜
日
の
午
前　

時
～　

時　

分
、

１０

１１

４５

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
４
０

０
０
円
。
簡
単
な
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
で
き
る
方
。
詳
し
く
は
土
屋

緯
４
７
５
・
２
５
９
３
へ
。

　

◆
小
学
生
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル（
東
京
柏
葉
Ｂ
Ｃ
）　

毎

週
２
回
程
度
、
第
二
小
学
校
、

神
宝
小
学
校
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
低
学
年
は
火
曜
・
日

曜
日
、
高
学
年
は
木
曜
・
土
曜

日
。
詳
し
く
は
有
賀（
あ
る
が
）

緯
４
７
２
・
８
４
４
０
へ
。

　

◆
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

毎
週
①
月
曜
日
の
午
前　

時
１０

半
～
正
午
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
②
金
曜
日
の
午
前　

時
１０

～　

時
半
、
わ
く
わ
く
健
康
プ

１１
ラ
ザ
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
１
回
５
０
０
円
。　

歳
～

３０

　

歳
の
方
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

６０し
く
は
栗
田
緯
４
５
９
・
１
２

１
２
へ
。

　

◆
女
声
コ
ー
ラ
ス（
コ
ー
ロ・

ソ
ル
ジ
ェ
ン
テ
）　

月
４
回
、

水
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

中
央
公
民
館
ほ
か
で
。
会
費
月

５
０
０
０
円
。
合
唱
経
験
の
あ

る
方
。
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

作
り
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
溝

田
緯
４
７
２
・
１
１
１
０
へ
。

　

◆
軽
い
タ
ッ
チ
で
描
く
水
彩

画
の
会　

毎
月
第
１
・
第
３
金

曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、
中

１０

央
公
民
館
で
。
入
会
金
３
０
０

０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
村
田
緯
４
７
７
・
０

４
４
２

　

◆ 

ス
ポ
ー
ツ
新
体
操　

毎

週
金
曜
日
の
午
後
３
時
半
か
ら

が
幼
児
、
午
後
４
時　

分
か
ら

４０

が
小
学
校
低
学
年
、
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
４
５
０
０
円
。

高
学
年
ク
ラ
ス
も
あ
り
。
柔
軟

か
ら
新
体
操
手
具
操
作
を
楽
し

く
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
黒
澤

緯
４
７
５
・
３
６
７
７
へ
。

　

◆
絵
硝
子
俳
句
会　

毎
月
第

３
金
曜
日
（
初
心
者
は
第
１
水

曜
日
・
第
４
土
曜
日
）
の
午
後

１
時
か
ら
、
成
美
教
育
文
化
会

館
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
吉
田
緯
４
７
３
・
４

０
８
１
へ
。

　

◆
東
久
留
米
短
歌
会　

毎
月

第
３
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
４

時
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

会
費
月
８
０
０
円
。
短
歌
作
り

を
楽
し
く
学
ぶ
。
毎
日
一
首
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
大
塚
緯
４
７
３
・
３

０
７
５
へ
。

　

◆
東
久
留
米
混
声
合
唱
団　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
６
時
半
～

９
時
、
主
に
中
央
公
民
館
ま
た

は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
４
０

０
０
円
。
１
週
間
に
１
度
大
声

を
出
し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は

矢
澤
緯
４
７
４
・
０
３
８
０

へ
。

　

◆
エ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
イ
ス
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ　

月
１
回
～
３
回
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
年

４
８
０
０
円
。「
楽
し
く
早
く

う
ま
く
な
る
」
を
合
言
葉
に
、

ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
年
間
を

通
し
活
動
。
詳
し
く
は
上
林
緯

４
５
８
・
８
０
０
０
へ
。

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
ウ

イ
ン
グ
ス
）　

毎
週
火
曜
日
の

午
前　

時
～
正
午
、
滝
山
球
場

１０

ま
た
は
南
町
運
動
広
場
で
。
会

費
月
３
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
金
子
緯
０
９
０
・
９

８
５
８
・
３
３
７
３
へ
。

Ｍ２

　

◆
大
正
琴
（
琴
伝
流
和
〈
な

ご
み
〉
会
）　

毎
月
第
１
・
第
３

月
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
安

中
（
あ
ん
な
か
）
緯
４
７
２
・

５
２
４
３
へ
。

　

◆
幼
児
体
操
（
親
子
リ
ズ
ム

キ
ラ
キ
ラ
）　

毎
週
月
曜
日
の

午
前　

時
～
正
午
（
祝
日
を
除

１０

く
）、
浅
間
町
地
区
セ
ン
タ
ー

で
。
入
会
金
１
０
０
円
、
会
費

月
１
２
０
０
円
。
１
歳
～
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者
。
詳
し
く

は
竹
中
緯
０
９
０
・
６
５
１
９
・

６
３
７
６
へ
。

催

し

　

◆
東
久
留
米
「
九
条
の
会
」

４
周
年
の
つ
ど
い
（
東
久
留
米

「
九
条
の
会
」）　　

月　

日

１０

１８

（
日
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時

半
開
場
）、
成
美
教
育
文
化
会

館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
協
力

券
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無

料
）。
一
橋
大
学
大
学
院
教
授

の
渡
辺
治
氏
に
よ
る
講
演
「
新

し
い
政
治
状
況
と
憲
法
」。
詳

し
く
は
同
事
務
局
・
鈴
木
緯
４

７
３
・
９
４
８
９
へ
。

　

◆
第　

回
現
代
墨
画
陽
水
会

１２

展（
現
代
墨
画
陽
水
会
）　　

月
１０

６
日
（
火
）
～　

日
（
日
）
午

１１

前　

時
～
午
後
５
時
（
６
日
は

１０
正
午
か
ら
。　

日
は
午
後
４
時

１１

ま
で
）、
清
瀬
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ア
ミ
ュ
ー
５
階
展
示

ホ
ー
ル
（
清
瀬
駅
北
口
前
）
で
。

入
場
料
無
料
。
日
ご
ろ
学
ぶ
花

や
風
景
な
ど
の
水
墨
画
作
品
を

展
示
。
懇
談
歓
迎
。
詳
し
く
は

岩
田
緯
４
７
１
・
５
１
３
１
へ
。

　

◆
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

く
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ん
で

ん
虫
）　　

月　

日
（
日
）
午
後

１０

１８

２
時
～
４
時
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
講
習
室
で
。
参
加
費
２
０

０
円
。
タ
オ
ル
１
本
持
参
。
運

動
し
や
す
い
服
装
・
靴
で
。
詳

し
く
は
同
団
体
・
平
尾
緯
４
７

３
・
０
１
０
９
（
平
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

　

◆
こ
ぶ
し
祭
（
ラ
イ
フ
パ
ー

ト
ナ
ー
こ
ぶ
し
）　　

月　

日

１０

２４

（
土
）
午
前　

時
～
午
後
３
時
、

１０

ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
こ
ぶ
し

（
氷
川
台
二
丁
目
）
で
。
参
加

費
無
料
。　

歳
以
上
の
方
。
詳

１８

し
く
は
坂
口
緯
４
７
０
・
２
３

８
５
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）　　

月　
１０

１８

日（
日
）午
後
６
時　

分
～
８
時

１５

半
、
成
美
教
育
文
化
会
館
ホ
ー

ル
で
。
前
売
り
券
１
３
０
０
円
、

当
日
券
１
５
０
０
円
。
オ
ー
ル
、

生
バ
ン
ド
、
ト
ラ
イ
ア
ル
、
ミ

キ
シ
ン
グ
あ
り
。
飲
み
物
付
き
。

詳
し
く
は
た
き
し
ま
緯
０
９

０
・
３
２
１
６
・
０
８
７
３
ヘ
。

　

◆
マ
ザ
ア
ス
秋
光
祭
―
地
域

力
活
性
化
（
社
会
福
祉
法
人
マ

ザ
ア
ス
）　　

月　

日
（
金
）
～

１０

１６

　

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後

１８

１０

３
時（　

日
は
午
後
２
時
ま
で
）、

１８

マ
ザ
ア
ス
東
久
留
米
（
氷
川
台

二
丁
目
）
で
。
入
場
料
無
料
。

作
品
展
示
・
模
擬
店
・
記
念
写

真
・
健
康
体
操
講
演
会
・
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
。
詳
し
く
は
同

実
行
委
員
会
緯
４
７
７
・
７
２

６
１
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
「
虹
色
の
贈
り
も

の
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
沢
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
子
ど
も
園
）　　

月　
１０

１８

日
（
日
）
午
前　

時
半
開
場
、

１０

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
場

料
無
料
。
手
作
り
品
の
販
売
、

カ
フ
ェ
な
ど
。
詳
し
く
は
同
園

緯
４
７
０
・
０
８
４
３
へ
。

　

◆
秋
の
大
バ
ザ
ー
（
イ
リ
ア

ン
ソ
ス
後
援
会
）　　

月　

日

１０

１１

（
日
）
午
前　

時
～
午
後
２
時
、

１０

滝
山
団
地
セ
ン
タ
ー
前
広
場

（
滝
山
四
丁
目
）
で
。
雨
天
の

場
合
は　

日（
祝
）。
詳
し
く
は

１２

の
ぞ
み
の
家
・
長
谷
川
緯
４
７

３
・
９
０
２
７
へ
。

そ
の
他

　

◆
第　

回
に
ぎ
や
か
カ
ー
ニ

１８

バ
ル
歌
メ
ン
バ
ー
募
集
（
障
害

児
・
者
と
共
に
楽
し
む
つ
ど
い

実
行
委
員
会
）　

開
催
日
は　
１２

月　

日（
土
）。
練
習
は　

月
と

１９

１１

　

月
の
毎
週
水
曜
日
の
午
後
７

１２時
～
９
時
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
講
習
室
で
。
歌
や
踊
り
が

好
き
な
方
。
当
日
一
緒
に
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
か
る
が
も
・
下
田
緯
４
７

７
・
６
４
９
２
へ
。

　

◆
落
合
川
・
黒
目
川
の
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
（
東
久

留
米　

水
辺
の
生
き
も
の
研
究

会
）　

落
合
川
と
黒
目
川
を
中

心
に
撮
っ
た
作
品
（
鳥
、
魚
、

水
草
、
散
歩
ス
ナ
ッ
プ
等
）。

一
人
３
枚
以
内
。
四
ツ
切
サ
イ

ズ
（
Ａ
４
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

写
真
も
可
）。
参
加
費
１
人
１

０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
５

０
０
円
）。　

月
２
日
（
金
）
～

１０

４
日
（
日
）
午
後
１
時
～
５
時

に
カ
メ
ラ
の
き
む
ら
東
久
留
米

店
（
下
里
五
丁
目
）
へ
直
接
持

参
。
詳
し
く
は
草
間
緯
４
７

０
・
１
７
２
３
へ
。

21.  10.  121.  10.  1
 　

【
入
場
料
】
無
料

　
【
定
員
】
先
着
５
０
０
人

　
【
主
な
内
容
】市
民
文
化
祭
用
ポ

ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
＝
市
内
の

中
学
校
の
皆
さ
ん
か
ら
、
多
く
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
採
用
作
品
の
最
優
秀
賞

に
は
、
橋
本
つ
ぶ
ら
さ
ん
（
下
里

中
学
校
２
年
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
は
加
藤
愛
那
さ
ん
（
下
里

オオオオオオ
ーーーーーー
ププププププ
ニニニニニニ
ンンンンンン
ググググググ
式式式式式式

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典典典典典典典

・・・・・・

特特特特特特

別別別別別別

企企企企企企

・

特

別

企

画画画画画画画

中
学
校
３
年
）・
海
老
原
由
樹
さ
ん

（
同
中
学
校
３
年
）・
岡
野
沙
織
さ

ん
（
東
中
学
校
３
年
）・
藤
田
愛
美

さ
ん
（
久
留
米
中
１
年
）・
高
木
美

和
さ
ん
（
同
中
学
校
２
年
）・
御
園

生
遥
さ
ん
（
同
中
学
校
３
年
）
の

７
人
が
選
ば
れ
ま
し
た

　

●
特
別
企
画
＝
市
民
吹
奏
楽
団

の
演
奏
、
久
留
米
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
下
里
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
南
中
学
校
合
唱
部
の

合
唱

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

 　

●
お
茶
会
＝
日
本
文
化
の
茶
道

の
雰
囲
気
を
体
験

　

●
囲
碁
大
会
＝
互
先
（
た
が
い

せ
ん
）
は
黒
番
６
目
半
コ
ミ
出
し
、

ジ
ゴ
は
白
勝
ち

　

●
映
画
の
集
い
＝
▽
午
前　

時
１０

半
か
ら
上
映
…
ア
ニ
メ
「
あ
あ
！

無
情
」
▽
午
後
１
時
か
ら
上
映
…

催催催催催催

しししししし

部部部部部部

催

し

部

門門門門門門門

カ
ナ
ダ
ア
ニ
メ
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
」、

影
絵
ア
ニ
メ
「
笛
ふ
き
い
わ
」
▽

午
後
２
時　

分
か
ら
上
映
…
劇
映

２０

画
「
さ
と
る
と
ゆ
う
子
」

　

●
将
棋
大
会
＝
▽
小
・
中
学
生

の
部
対
戦
法
…
５
回
戦
点
数
制
。

初
心
者
に
は
将
棋
指
導
あ
り
▽
大

人
の
部
対
戦
法
…
Ａ
Ｂ
級
別
５
回

戦
点
数
制
。
初
心
者
～
有
段
者
。

い
ず
れ
も
午
前
９
時
ま
で
に
直
接

会
場
で
受
け
付
け
を

　

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

外
国
の
民
謡
を
中
心
に
、
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
世
界
の
美
し

い
踊
り
を
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に

　

●
朗
読
の
集
い
＝

朗
読
サ
ー
ク
ル
や
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加

で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
三
部
構
成

作
品
の
発
表

　

●
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い
＝
生
バ

ン
ド
演
奏
で
、
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
広
い
会
場
で
存
分
に
楽

し
ん
で
踊
り
ま
し
ょ
う

　

●
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

カ
ッ
プ
ル
４
組
８
人
で
四
角
を
作

り
、
呼
び
か
け
を
聞
き
、
リ
ズ
ム

に
の
っ
て
歩
き
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
の
形
を
変
え
て
行
き
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
世

界
共
通
の
ダ
ン
ス

 　

●
華
道
＝
古
典
花
・
盛
花
・
投

入
自
由
花
な
ど
、
流
派
を
問
わ
ず
、

日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
生
け
花
の

美
し
さ
が
楽
し
め
る
作
品
。
前
期

　

月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）
で

１０

１７

１８

は
、
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
で
の

作
品
も
展
示

　

●
美
術
＝
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
プ

ロ
ま
で
、
東
久
留

米
の
美
術
活
動
は

盛
ん
で
す
。
油

絵
・
水
彩
・
パ
ス

テ
ル
・
水
墨
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
表
現
方
法
が
楽
し
め
る
作
品

　

●
陶
芸
＝
日
常
手
に
す
る
器
・

格
調
高
い
美
術
品
・
わ
び
さ
び
の

趣
を
添
え
た
茶
道
具
な
ど

　

●
写
真
＝
写
真
は
光
と
影
の
芸

術
で
す

　

●
手
工
芸
＝
押
し
花
絵
・
多
種

多
様
な
材
料
を
相
違
工
夫
し
て

造
っ
た
木
目
込
み
人
形
・
手
編
み
・

藤
（
と
う
）
工
芸
・
木
彫
・
刺
し
ゅ

展展展展展展

示示示示示示

部部部部部部

展

示

部

門門門門門門門

う
絵
・
和
紙
工
芸
・
和
凧
・
折
り

紙
・
ち
ぎ
り
絵
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

な
魅
力
あ
ふ
れ
る
手
作
り
の
作
品
、

約　

点
９０

　

●
盆
栽
＝
青
々
と
茂
る
葉
・
美

し
く
咲
く
花
・
暁
に
稔
る
実
等
の

生
命
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

●
絵
手
紙
＝
絵
手
紙
は
心
を
い

や
し
、
心
と
心
を
つ
な
ぐ
も
の
。

一
年
間
描
き
続
け
た
個
性
あ
ふ
れ

る
作
品

　

●
書
道
・
ペ
ン
習
字
・
篆
刻

（
て
ん
こ
く
）
＝
潤
い
の
あ
る
文

字
。
生
活
と
文
化
の
基
本
で
あ
る

書
道
を
再
確
認

　

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
＝

第　

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

５９
の
一
環
で
、「
犯
罪
の
な
い
明
る

い
東
久
留
米
の
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
、
市
内
の
中
学
生
か
ら
募

集
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
展
示

　

●
市
内
小
・
中
学
校
作
品
、
英

語
カ
ル
タ
＝
市
内
児
童
・
生
徒
の

絵
画
・
書
道
・
工
作
な
ど
、
大
人

に
負
け
な
い
作
品
と
英
語
カ
ル
タ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
を
現
在
の

幸
町
か
ら
下
里
に
移
転
し
、　

月
１０

１
日
（
木
）
か
ら
新
事
務
所
で
業

務
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
電
話
や

フ
ァ
ク
ス
の
番
号
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

　
【
新
事
務
所
の
所
在
地
】下
里
４

ノ
１
ノ　
（
左
図
参
照
）

４４

セ
ン
タ
ー
で
働
く
会
員
を 

募
集
し
て
い
ま
す

　

市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね　

歳
６０

以
上
の
健
康
で
働
く
意
思
の
あ
る

方
は
、
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
説
明
会
を　

月　

日
（
水
）

１０

２１

午
後
１
時
半
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー 

会
議
室
（
下
里
四
丁
目
）
で
開
催

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
緯
４
７

５
・
０
７
３
８
へ
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
豊
か
な

経
験
を
生
か
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な

企
画
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 
【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在

い
た
企
画
書
等
で
選
考
し
ま
す

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
金
）

１０

２３

ま
で
に
（
必
着
）、
所
定
の
市
民
講

師
応
募
用
紙
（
生
涯
学
習
課
〈
市

役
所
６
階
〉
で
配
布
中
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿

８
５
５
５
、
市
役
所
生
涯
学
習
課

あ
て
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
生
涯
学
習
係
緯

４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

勤
・
在
学
の
方
で
、
講
座
の
運
営

が
で
き
る
方
。
一
人
１
講
座

　
【
講
座
内
容
】分
野
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
対
話
型
・
参
加
型
・
実
践

型
で
運
営
す
る
も
の
（
特
定
の
政

党
、
宗
教
、
営
利
活
動
に
か
か
わ

る
も
の
は
開
講
で
き
ま
せ
ん
）

　
【
開
講
期
間
・
回
数
】　

年
２
月

２２

～
３
月
。
全
３
回
ま
た
は
１
回
の

い
ず
れ
か
コ
ー
ス
を
選
択

　
【
会
場
】原
則
と
し
て
中
央
公
民

館
　
【
受
講
生
数
】　

～　

人
の
範
囲

１０

３６

で
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す

　
【
講
師
謝
礼
】
１
講
座
あ
た
り
、

３
回
コ
ー
ス
が
７
５
０
０
円
、
１

回
コ
ー
ス
が
２
５
０
０
円

　
【
選
考
方
法
】提
出
し
て
い
た
だ

　

市
内
の
子
育
て
支
援
に
関
わ
る

団
体
や
個
人
が
同
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
、
今
年
で
３
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
子
育
て
中
の
家
庭

に
育
児
の
交
流
の
場
や
情
報
を
提

供
す
る
場
に
し
た
い
と
、
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
準
備
し
て

き
ま
し
た
。
今

年
は
妊
娠
・
出

産
と
い
う
命
の

誕
生
の
ド
ラ
マ

を
「
お
産
ト
ー
ク
リ
レ
ー
」
で
綴

（
つ
づ
）
ろ
う
と
、
お
母
さ
ん
方

の
参
加
を
募
り
ま
し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き「
パ
パ
・
マ
マ
本
音
ト
ー

ク
」
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
支
援

す
る
側
も
支
援
さ
れ
る
側
も
、
み

ん
な
で
子
育
て
の
輪
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
主
催
は
同
実
行
委
員
会
、

共
催
は
東
久
留
米
市
、
後
援
は
市

社
会
福
祉
協
議
会
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
土
）
午
前

１０

３１

　

時
～
午
後
３
時
半

１０
　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
、
市
役
所

７
階
会
議
室

　

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

転
車
ま
た
は
徒
歩
で
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

各
会
場
の
催
し
物
・
時
間

●
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
ス

テ
ー
ジ

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＝
午
前　

時
▽

１０

乳
幼
児
の
「
み
ん
な
で
体
操
」
＝

午
前　

時
～　

時
半
▽
マ
マ
達
の

１１

１１

「
お
産
ト
ー
ク
リ
レ
ー
」
＝
正
午

～
午
後
零
時
半
▽
「
パ
パ
・
マ
マ

本
音
ト
ー
ク
～
ゴ
キ
ブ
リ
退
治
は
、

ど
っ
ち
の
仕
事
？
～
」
＝
午
後
１

時
～
１
時
半
▽
て
っ
ぺ
ん
一
座
に

よ
る
「
て
っ
ぺ
ん
の
お
う
ち
」
＝

午
後
２
時
～
２
時
半
▽
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
＝
午
後
３
時

●
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＝
午
前　
１０

時
～
午
後
２
時
半

●
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

　

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
内
の
子
育

て
情
報
満
載
）、
育
児
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
随
時
）、
育
児
応
援
団
体

ブ
ー
ス
、
子
ど
も
の
遊
び
コ
ー

ナ
ー
、
パ
パ
マ
マ
本
音
ト
ー
ク

　
《
親
子
で
楽
し
む
》

　

わ
ら
べ
う
た
＝
午
前　

時
半
と

１０

午
後
１
時
▽
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

＝
午
前　

時
▽
絵
本
の
読
み
聞
か

１１

せ
＝
午
前　

時
半
と
午
後
２
時
▽

１１

お
は
な
し
あ
い
愛
＝
午
後
１
時　

※
い
ず
れ
も　

分
程
度

３０

●
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
《
マ
マ
＆
プ
レ
マ
マ
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

　

★
マ
タ
ニ
テ
ィ
フ
ラ
ダ
ン
ス
＝

午
前　

時　

分
と
午
後
１
時
半
、

１０

１５

各　

分
。
妊
婦
・
生
後
６
カ
月
児

３０
と
そ
の
保
護
者
、
各　

人
▽
★
ス

１５

リ
ン
グ
講
習
会
＝
午
前　

時
～
正

１１

午
。　

組
▽
妊
婦
相
談
・
育
児
相

１５

談
＝
正
午
～
午
後
１
時
半
と
午
後

２
時
～
２
時
半
▽
零
歳
～
３
歳
児

の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

●
市
役
所
７
階
７
０
１
・
７
０
２

会
議
室

　
《
親
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

　

★
音
の
シ
ッ
ポ
を
さ
が
そ
う
＝

午
前　

時
～　

時
半
が
１
～
３
歳

１１

１１

児
と
そ
の
保
護
者　

組
、
午
後
１

１０

時
半
～
２
時
が
１
歳
未
満
児
と
そ

の
保
護
者　

組
▽
★
赤
ち
ゃ
ん
体

１０

操
＝
午
後
零
時
半
～
１
時
。
２
カ

月
～
ハ
イ
ハ
イ
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者　

組
▽
★
パ
パ

１０

と
赤
ち
ゃ
ん
の
表
現
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
市
民
企
画
講
座
）
＝
午
前　
１０

時
半
～　

時
半
。
零
歳
～
１
歳
６

１１

カ
月
児
と
そ
の
父
親　

組
２０

　
《
親
子
で
学
ぶ
》

　

乳
幼
児
救
命
体
験
＝
正
午
～
午

後
１
時
半
▽
講
演
会
「
整
体
的
子

育
て
」
＝
午
後
２
時
～
３
時
半
。

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

組
（
要

１５

予
約
）

　
【
ご
注
意
】
★
印
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
事
前
に
電
話
予
約
が

必
要
で
す
。
参
加
費
は
各
３
０
０

円
。
飲
み
物
（
水
分
補
給
が
で
き

る
も
の
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

運
動
し
や
す
い
服
装
・
靴
で
ご
参

加
を
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
申
し
込
み

と
詳
し
く
は　

月
１
日
（
木
）
～

１０

　

日
（
木
）
に
同
実
行
委
員
会
緯

２９０
８
０
・
３
５
８
５
・
９
８
７
６

（
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～

午
後
４
時
）
へ
。

 　

●
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
＝
懐
か
し

い
唄
（
う
た
）・
新
し
い
曲
な
ど
の

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
、
市
内
で

活
動
す
る
合
唱
団
が
発
表

　

●
邦
楽
の
集
い
＝
日
本
古
来
の

邦
楽
、
筝
（
こ
と
）・
尺
八
・
三
味

線
・
小
唄

　

●
歌
謡
の
集
い
＝
連
盟
の
会
員

と
市
民
の
方
が
参
加
し
て
、
ポ
ッ

プ
ス
・
演
歌
・
ナ
ツ
メ
ロ
な
ど
の

歌
謡
曲
を
発
表

　

●
舞
踊
の
集
い
＝
子
ど
も
た
ち

も
一
生
懸
命
踊
り
ま
す
。
連
盟
の

ホホホホホホ

ーーーーーー

ルルルルルル

部部部部部部

ホ

ー

ル

部

門門門門門門門

会
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
、
日
本
舞
踊
・
舞
踊
小
曲
・
新

舞
踊
・
民
謡
な
ど
、
各
流
派
の
踊

り
が
一
堂
に
会
し
て
発
表

　

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
集
い
＝
市
内
で
活
動
す
る
６
グ

ル
ー
プ
、
う
お
ー
る
な
っ
つ
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
の
演
奏
と
モ
ハ
ラ
フ

ラ
・
オ
ナ
プ
ア
オ
ナ
オ
ナ
・
プ
ア

ラ
レ
ア
・
カ
プ
ア
・
リ
コ
モ
フ
ラ

の
華
や
か
な
南
国
ハ
ワ
イ
の
踊
り

　

●
太
鼓
と
阿
波
踊
り
の
集
い
＝

各
サ
ー
ク
ル
の
意
欲
と
工
夫
に
子

ど
も
太
鼓
教
室
と
く
る
め
連
の
踊

り
も
加
わ
り
、
太
鼓
の
響
き
に
乗

せ
た
に
ぎ
や
か
な
舞
台
、
ゲ
ス
ト

出
演
の
桶
太
鼓
や
阿
波
踊
り
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う

　

●
大
正
琴
・
二
胡
（
に
こ
）
の

集
い
＝
心
和
む
大
正
琴
の
演
奏
、

中
国
の
文
化
と
和
と
の
融
合
を

　

●
民
謡
の
集
い
・
民
舞
の
集
い

＝
秋
空
に
響
く
伝
統
あ
る
日
本
の

民
謡
。
連
盟
の
会
員
が
日
ご
ろ
の

成
果
を
素
晴
ら
し
い
唄
（
う
た
）

声
に
乗
せ
ま
す
。
民
舞
で
は
生
音

を
バ
ッ
ク
に
華
麗
な
組
み
踊
り

　

●
吟
剣
詩
舞
の
集
い
＝
古
今
の

名
詩
に
詠
（
う
た
）
わ
れ
る
、
自

然
を
愛
し
・
人
情
を
尊
び
・
人
倫

を
正
そ
う
と
す
る
詩
の
心
を
吟
詠

し
ま
す
。
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

の
子
ど
も
た
ち
も
詠
い
ま
す

　

●
い
き
い
き
演
芸
大
会
＝
市
内

の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、

日
ご
ろ
励
ん
で
い
る
カ
ラ
オ
ケ
・

民
謡
・
詩
吟
・
舞
踊
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
芸
を
披
露

　

●
音
楽
の
集
い
＝
市
内
で
活
動

す
る
音
楽
家
・
音
楽
サ
ー
ク
ル
が

大
集
合
。
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
・

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
・
リ
コ
ー

ダ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
、
ソ
プ
ラ

ノ
独
唱
・
女
性
合
唱
・
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
吹
奏
楽
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
色
と
ス
タ
イ

ル
を

　

●
マ
ジ
ッ
ク
・
く
る
め
一
芸
会
・

安
来
節
・
太
極
拳
の
集
い
＝
マ

ジ
ッ
ク
・
腹
話
術
・
草
笛
・
伝
統

あ
る
安
来
節
・
太
極
拳
な
ど
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
一
日
を

　

●
バ
レ
エ
＆
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

子
ど
も
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
多

く
の
出
演
者
が
繰
り
広
げ
る
華
や

か
な
ス
テ
ー
ジ

昨年のオープニング式典・特別企画の様子

　

第　

回
市
民
文
化
祭
が　

月　

日（
土
）～　

月　

日（
土
）

３９

１０

１７

１１

２１

に
中
央
公
民
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
力
作
や
名
演
技

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
種
催
事
の
日
程
は
下
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
民
文
化
祭
事
務
局
緯
４
７
７
・
４
７
０
０
へ
。

～
同
実
行
委
員
会
主
催
、
東
久
留
米
市
共
催
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
後
援

＊
東
久
留
米
で
子
育
て
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
に

＊
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
子
育
て
す
る
お
母
さ
ん
を
作
ら
な
い
よ
う
に

『『『『『『『『『『『『『『
子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててて
をををををををををををををを
たたたたたたたたたたたたたた
のののののののののののののの
しししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくく
！！！！！！！！！！！！！！

『
子
育
て
を
た
の
し
く
！
』』』』』』』』』』』』』』』

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

東
久
留
米

in

第３第３回回

市民大学
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市民講師を募集
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シルバー人材センター案内図

【交通手段】西武バス東久留米駅西口から西武バス「錦
城高校・西団地経由武蔵小金井駅行き」乗車、「久留米
西団地」バス停下車徒歩２分

下里小

銀行

下里中
白
山
公
園

久留米西団地バス停久留米西団地バス停

スーパースーパー

シルバー
人材センター
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 第39回市民文化祭日程 （会場：★は中央公民館で開催）

展示の部ホール発表・催しの部日　程

★華道…ロビー

展
示
時
間
は
午
前　

時
～
午
後
５
時
（
た
だ
し
、　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１０

２１

★お茶会…和室、地下ロビー午前１０時～午後４時

１０月１７日（土）

★オープニング式典・特別企画
（市民吹奏楽団・市立久留米中学
校吹奏楽部・市立下里中学校吹奏
楽部・市立南中学校合唱部）…ホー
ル

午後１時から

★囲碁大会…学習室１・２午前９時～午後４時
１０月１８日（日）

★コーラスの集い…ホール午後１時～４時半

★美術…学習室
★陶芸…創作室
★写真…ロビー

１０月２１日（水）

将棋大会（小・中学生）…中央図
書館大集会室

午前９時～午後２時半

１０月２４日（土）
映画の集い…中央図書館視聴覚室

午前１０時半・午後１時・
午後２時１５分からの３回
上映

★邦楽の集い…ホール午前１１時～午後４時

将棋大会（大人）…中央図書館大
集会室

午前９時～午後４時半
１０月２５日（日）

★歌謡の集い…ホール午前９時４５分～午後６時

★手工芸・盆栽・絵手
紙・高崎市文化協会
榛名支部…学習室

★華道（３１日・１日）
…ロビー

１０月２８日（水）

★舞踊の集い…ホール午前１１時～午後５時１０月３１日（土）

フォークダンスの集い…第三小学
校体育館

正午～午後３時

１１月１日（日） 朗読の集い･･･中央図書館視聴覚室午前１０時～午後４時半

★ハワイアン＆フラダンスの集い
…ホール

午前１１時半～午後５時

★太鼓と阿波踊りの集い…ホール午後１時～６時１１月３日（祝）

★書道・短歌・俳句・
川柳・ペン習字・篆
刻…学習室

★社会を明るくする運
動のポスター…ロ
ビー

１１月４日（水）

★大正琴・二胡の集い…ホール午後１時～４時１１月５日（木）

★民謡の集い・民舞の集い…ホー
ル

午前１０時～午後５時１１月７日（土）

★吟剣詩舞の集い…ホール午前９時半～午後５時
１１月８日（日）

社交ダンスの集い…スポーツセンター午後１時半～４時半

★市内小・中学生作品、
英語カルタ…ロビー

★いきいき演芸大会…ホール午前９時～午後５時
１１月１１日（水）

１１月１２日（木）

★音楽の集い…ホール午後１時～６時１１月１４日（土）

★スクエアダンスの集い…学習室１・２午前１１時～午後３時
１１月１５日（日） ★マジック・くるめ一芸会・安来節

　太極拳の集い…ホール
午後１時～４時４５分

★バレエ＆ダンスの集い…ホール
午後４時～８時
（２部構成）

１１月２１日（土）

　
　

年
度
か
ら
、　

歳
～　

歳
の

２０

４０

７４

東
久
留
米
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
健
診
の
結
果
、
主
に
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
と
判
定
さ
れ
た
方

を
対
象
に
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

取
り
組
む
「
特
定
保
健
指
導
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
主
に

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
お

よ
び
予
備
群
の
方
を
対
象
に
、
脳

卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど

の
予
防
を
目
的
に
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
特
定
保
健
指

導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

※
既
に
「
高
血
圧
」「
糖
尿
病
」

「
脂
質
異
常
」
な
ど
で
服
薬
治
療

を
受
け
て
い
る
方
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
健
診
受

診
し
て
約
３
カ
月
後
に
、「
特
定

保
健
指
導
利
用
券
」
を
ご
案
内
と

と
も
に
郵
送
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
健
康
課
特
定
健
診
係

緯
４
７
７
・
０
０
１
３
へ
。

　

市
で
は
、
青
色
回
転
灯
を
設
置

し
て
、
市
内
を
巡
回
す
る
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
７
月　

日
に

３０

５
台
を
追
加
登
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
同
車
は
計
７
台
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
車
お
よ
び

パ
ト
ロ
ー
ル
資
格
者
を
増
や
し
、

犯
罪
の
抑
止
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
防
災
防

犯
係
（
内
線
２
２
２
３
）
へ
。

日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

特
定
保
健
指

特
定
保
健
指
導導
をを

行
っ
て
い
ま

　
　

行
っ
て
い
ま
すす

　

東
久
留
米
市
内
の
消
防
団
第
一

分
団
の
詰
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
、

大
正　

年
製
の
「
腕
用
（
わ
ん
よ

11

う
）
ポ
ン
プ
」
を
、
同
分
団
の
詰

所
建
て
替
え
に
伴
い
、
９
月　

日
11

か
ら
市
役
所
1
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、　

年
４
月
に
東
京
消

22

防
庁
へ
の
消
防
事
務
委

託
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
展
示
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
当
時
の
消
防
団

の
歴
史
を
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
歴

史
あ
る
「
腕
用
ポ
ン
プ
を

後
世
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
う
も
の

で
す
。

　

詳
し
く
は
防
災
防
犯

課
消
防
係
（
内
線
２
２
２

５
）
へ
。

大
正

年
製

大
正　

年
製
のの

1111

　
「
腕
用（
わ
ん
よ
う
）ポ
ン
プ

「
腕
用（
わ
ん
よ
う
）ポ
ン
プ
」」をを

展
示
し
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　

展
示
し
て
い
ま
すす

人力で移動し、腕力でポンプを可動させ、放水
することから「腕用ポンプ」と呼ばれています

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青
色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
をををををををををををををををををををををを

増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

　
　
　
　
　
　

増
車
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

市市シルバシルバーー
人材センタ人材センターー
事務所を移転しま事務所を移転しますす


